



























































































憲一 ’ I歯列の有限要素モデルの作成。 且
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下顎骨と歯列の力学モデルの作成･解析
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荷重条件
～
①門歯(前歯）
②犬歯
③小臼歯
④大臼歯
荷重(N）
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一般的な生体モデリングの手法解析結果
-ヤー而言 金
しを作成する方法.］等 ノ（X線CT･MRIの画像を積層し､表面データを有する立体モデノ
2.50“＋0oz
断層画像から直接ボクセル有限要素モデルを作成する方法
・生体忠実度の高いモデルを作成する場合
＝要素数が膨大になる
＝計算ｺｽﾄも膨大に
●上紀のようなモデリング手法では.歯輻囲開の組砲の壬壬ル化は嗣恥
o側=300(MPa)
厚今鰯→画0．00吟OOO 骨の降伏条件を越える降伏応力は発生していない
I
少ない要素数でも個体形状を再現
容易にモデルを作成 ■凶以之墨重必至堂麓
歯相同園の鯛鐙のモデル化は＋分でない
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87
◆琴誇誇塞…壼今乃冷二舎些…:今目今冨今…◆◆…”◆◆卓極ご▲◆~●
丁歯列モデルへの適用メッシュマッチング法一 ↑~5雨雨鬮の組織がﾓデﾙ化された参照ﾓデﾙを用いる標準的な
有限要素モデル
(参照モデル）
→歯根周囲の組織を含む歯列ﾓデﾙを作成可能
齢
・小林氏(神奈川歯科大学)により作成された
歯列モデル(上顎側)を参照モデルに使用し‘
新たな歯列モデル(下顎側)を作成
一歯根周囲の組織(歯根膜)を単なる弾性体て
力学的性質まで含めてモデル化されている
歯根周囲の組織(歯根膜)を単なる弾性体ではなく
??
目裸とする形
状データ
(標的モデル）
●参照モデルと標的モデルの制御点を一致させる
●参照モデル全体の節点を隣接節点との位置関係を
保持したまま変形する
鱗
・生体の有限要素モデリングのための
メッシュマッチング法
＝歯列モデルに適用した例はない
－歯のみに適用する
＝作成した下顎歯列モデルと既存の上額歯列モデルを
用いて‘噛み合わせ状態の力学解析を行う
l1▲
参照モデル
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腎椎骨のモデリングの例
ル作成が可能
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歯列モデル(上顎側）
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天然歯の荷重-変位曲線歯のモデルの荷重-変位曲線
力学的性質がモデル化
一参塵モデルに適している
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標的モデル(下顎側)の作成
3Dレー ザースキャナL朕600(RolandDGCorpo1aMon）
①:歯の模型をb3Dスキャナでデー タ化
②:①から表面形状のデー タを抽出
③:②から必要となる節点データを作成
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まとめ
ら有限要素モデルを作成し,解析を行った
歯根膜のモデル化が不十分
でモデル化された上顎の歯列モデルを基に．
列モデルをメッシュマッチング法を用いて作成した
今後について
|歯周辺の組織もﾒｯｼｭﾏｯﾁﾝグ法を用いてﾓデﾙ化を行うI
▼…？
歯根膜
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｜歯のメッシュマッチング
メッシュマッチング
棟的モデル 。?制御点
ﾒｯｼｭマッチング前メッシュマッチング後
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